
   

                       
 

 
 

 

   

東
京
都
教
育
委
員
会
で
の 

障
害
者
雇
用
の
取
組
と
実
態
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

植
松
和
光 

  

５
月
号
つ
く
し
だ
よ
り
で
東
京
都
教
育

委
員
会
の
「
障
害
者
活
躍
推
進
計
画
」
に

つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
今
号
で
は
、
障
害
者
雇
用
の
取
組
状
況

と
そ
の
実
態
に
つ
い
て
、
都
教
育
庁
の
資

料
に
基
づ
き
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 
ま
ず
、
雇
用
の
実
態
で
す
が
（
令
和
元

年
６
月
現
在
）
） 

〇 

職
員
の
９
割
強
を
占
め
る
教
員
の
雇

用
率
は
１
％
程
度 

約
７
３
、
６
６
６
人
中
３
３
１
名 

〇 

教
育
委
員
会
事
務
局
、
都
立
学
校
等

事
務
職
員
の
雇
用
率
は
１０
％
を
上
回
っ

て
い
る
。 

事
務
局
職
員
１
、
０
０
８
名
中
９１
名 

16.

4
％ 

都
立
学
校
等
事
務
職
員 

４
、
４
９
６
名
中
２
５
４
名 

11.

21
％ 

と
教
員
と
事
務
職
員
で
は
大
き
な
差
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
全
国
の
教
育
委
員
会
と
都
の
知

事
部
局
と
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。
（
令
和
元
年
６
月
１
日
現
在
） 

 

全
国
教
育
委
員
会 

1.

87
％ 

東
京
教
育
委
員
会 

1.

90
％ 

東
京
都
知
事
部
局 

2.

81
％ 

法
定
雇
用
率 

2.

4
％ 

 

次
に
障
害
者
の
雇
用
を
す
る
に
あ
た
っ

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か

で
す
。 

障
害
に
配
慮
し
た
教
員
採
用
選
考
に
つ
い

て 〇 

教
員
採
用
選
考
に
お
い
て
、
障
害
の

あ
る
受
験
者
が
他
の
受
験
者
と
比
べ
て
不

利
に
な
ら
な
い
よ
う
、
受
験
上
の
配
慮
の

実
施
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

｛
配
慮
の
例
｝ 

点
字
で
の
問
題
出
題
、
手
話
通
訳
者
等
の

派
遣
。
車
椅
子
が
利
用
可
能
な
受
験
教
室

（
平
均
合
格
者
数
7.

4
人
過
去
５
年
） 

〇 

現
状
で
は
教
育
職
員
免
許
状
取
得
者

に
占
め
る
障
害
者
人
数
が
極
め
て
少
な
い

状
況
だ
そ
う
で
す
。 

参
考 

 
免
許
状
取
得
者
数
１
０
４
、
７
６
８
人 

 

う
ち
障
害
者
数 

１
６
８
人 

 

割
合 
0.
16
％ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
（
平
成
２４
年
開
始
）
・

教
育
庁
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
（
平
成
３０
年

１０
月
開
設
） 

〇 

教
員
以
外
の
障
害
者
非
常
勤
職
員
を

積
極
的
に
採
用
す
る
た
め
に
、
段
階
的
な

雇
用
ス
テ
ー
ジ
を
設
定
、
障
害
者1

人
ひ

と
り
が
自
ら
の
特
性
や
職
務
遂
行
能
力
に

応
じ
た
職
を
選
択
で
き
る
環
境
の
整
備 

★
教
育
庁
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス 

非
常
勤
職
員 

期
間
５
年
間 

（
期
間
満
了
後
再
度
応
募
可
能
） 

対
象
障
害 

知
的
・
身
体
・
精
神 

実
績 

４９
名
雇
用
（
う
ち
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇

用
か
ら
の
採
用
１７
名
） 

 

内
訳 

精
神
３３
名 

知
的
１２
名 

身

体
４
名 

 

★
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用 

非
常
勤
職
員 

３
年 

期
間
３
年 

対
象 

知
的
・
精
神 

実
績 

７７
名
（
教
育
事
務
補
助
員
） 

  

以
上
が
、
東
京
都
教
育
委
員
会
に
お
け

る
障
害
者
雇
用
の
実
態
と
取
り
組
み
の
様

子
で
す
。 

 

教
員
の
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
教

員
免
許
状
所
持
者
と
い
う
条
件
が
あ
る
た

め
、
雇
用
率
の
ア
ッ
プ
は
な
か
な
か
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
半
面
事
務
系
に
つ

い
て
は
、
勤
務
条
件
で
の
配
慮
等
が
あ
れ

ば
雇
用
は
伸
び
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
な
ん
と
い
っ
て
も
雇
用
安
定
が
第
一

条
件
に
な
り
ま
す
か
ら
、
正
規
職
員
採
用

へ
の
道
を
広
げ
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。 
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
ニ
ュ
ー
ス 

精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
更
新
手
続
き
の
臨
時
措
置 

と
１
人
１０
万
円
の
給
付
金
に
つ
い
て 

    
   

 
 
 
 
 
 

都
連
会
長 

眞
壁 

博
美 

  

「
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
の
更
新
手
続
き
が
迫
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
診
断
書
を
も
ら
い
に
病
院
に
行
っ

て
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
の
が
心
配
！
」
と
思
っ
て

い
る
人
へ
の
安
心
情
報
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
申
請
者
が
医
師
の
診
断
書
の
取
得
の

み
を
目
的
と
し
て
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
等

を
避
け
る
た
め
、
更
新
手
続
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
な
臨
時
的
な
取
扱
い
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま 

し
た
。
（
厚
労
省
か
ら
都
道
府
県
政
令
指
定
市
担
当

部
局
宛
の
４
月
24
日
付
け
事
務
連
絡
） 

 

★
手
帳
の
更
新
手
続
に
つ
い
て 

・
令
和
2
年
3
月
1
日
か
ら
令
和
3
年
2
月
28

日
ま
で
の
間
に
手
帳
の
有
効
期
限
を
迎
え
る
者
の

う
ち
、
更
新
時
に
医
師
の
診
断
書
を
添
え
て
提
出
す

る
必
要
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
手
帳
申
請

書
の
提
出
を
も
っ
て
、
現
に
所
持
し
て
い
る
手
帳
の

有
効
期
限
の
日
か
ら
１
年
以
内
は
当
該
診
断
書
の

提
出
を
猶
予
し
た
上
で
、
有
効
期
限
を
更
新
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

・
医
師
の
診
断
書
の
提
出
を
猶
予
し
た
場
合
、
障
害

等
級
は
、
従
前
の
等
級
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

た
だ
し
、
猶
予
期
間
に
お
い
て
当
該
者
か
ら
診
断
書

が
提
出
さ
れ
た
際
に
は
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
そ
の
判
定
を
行
い
、
等
級
を
変
更
す
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
先
に
交
付
し

た
手
帳
と
引
換
え
に
新
た
な
等
級
の
手
帳
を
交
付

す
る
も
の
と
す
る
。 

・
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
情
報
連
携
に

よ
り
年
金
関
係
情
報
を
把
握
す
る
場
合
、
又
は
、
年

金
証
書
等
の
写
し
に
よ
る
申
請
が
可
能
で
あ
る
場

合
に
つ
い
て
は
、
従
前
ど
お
り
実
施
要
領
に
基
づ
く

手
続
を
行
う
こ
と
。 

※
手
帳
の
更
新
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
現
行
に
お
い

て
も
、
郵
送
に
よ
る
更
新
申
請
手
続
や
、
有
効
期
限

を
超
過
し
た
更
新
申
請
手
続
の
い
ず
れ
も
可
能
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

  
★
ひ
と
り
１０
万
円
の
給
付
金
に
つ
い
て 

 

４
月
２０
日
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
家
計
へ
の
支
援

を
目
的
と
し
た
特
別
定
額
給
付
金
が
給
付
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
方
式
か
郵

送
申
請
方
式
で
申
請
し
ま
す
。 

給
付
対
象
者
＝
令
和
２
年
４
月
２７
日
に
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方 

受
給
権
者
＝
給
付
対
象
者
の
属
す
世
帯
の
世
帯
主 

給
付
額
＝
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１０
万
円 

◆
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
も
１０
万
円
は
支
給 

さ
れ
ま
す
。
ま
た
給
付
さ
れ
た
１０
万
円
が
収
入
と 

見
な
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し 

て
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

◆
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
に
よ
り
避
難
さ
れ
て
い 

る
方
で
、
令
和
２
年
４
月
２７
日
以
前
に
今
お
住
ま
い

の
区
市
町
村
に
住
民
票
を
移
せ
な
い
場
合
は
、
所
定

の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、
世
帯
主
で
な
く
て
も
、

同
伴
者
の
分
も
含
め
て
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
注
１
】
申
請
書
記
入
の
際
、「
給
付
金
を
辞
退
す 

る
」
の
所
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
間
違
い
が
多
い

そ
う
で
す
。
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

【
注
２
】
特
別
定
額
給
付
金
に
関
し
て
市
や
国
の
省

庁
な
ど
が
ATM
の
操
作
を
お
願
い
し
た
り
、
銀
行
口
座

の
暗
証
番
号
を
問
い
合
わ
せ
た
り
、
手
数
料
の
振
り

込
み
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

【
要
旨
】 

・
手
帳
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て
の
臨
時
的
な
取
扱 

 

い 

・
必
要
書
類
で
あ
る
診
断
書
の
提
出
を
１
年
間
猶
予

し
、
申
請
が
あ
れ
ば
現
在
の
障
害
等
級
で
更
新
す
る

こ
と
が
可
能 

・
更
新
後
の
有
効
期
限
は
現
行
通
り
更
新
前
の
有
効 

期
限
の
２
年
後
の
日
と
す
る
。 

・
お
っ
て
診
断
書
が
提
出
さ
れ
た
際
に
障
害
等
級
の 

 

変
更
等
が
必
要
と
な
れ
ば
現
行
通
り
の
対
応
と
す

る
。 

 

２ 



新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
精
神
科
病
院 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

中
住
孝
典 

世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
危
機
に
遭
遇

し
得
体
の
知
れ
な
い
ウ
イ
ル
ス
の
恐
怖
に
晒
さ
れ

て
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が

第
２
第
３
の
波
に
注
意
し
当
分
私
達
の
生
活
も
コ

ロ
ナ
と
共
存
し
そ
れ
に
負
け
ず
日
常
を
取
り
戻
し

て
い
く
事
が
必
要
で
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
こ
そ
大

事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
族
会
活
動
も
自
粛

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
支
え

合
い
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
す
。
私
が
い
る
西
多
摩

地
域
は
精
神
科
病
院
が
多
い
地
域
で
す
。
医
療
機
関

や
高
齢
者
施
設
の
集
団
感
染
が
相
次
ぐ
一
方
で
感

染
阻
止
の
た
め
日
々
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る

医
療
従
事
者
や
施
設
職
員
の
方
々
に
は
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
。
西
多
摩
の
某
精
神
科
病
院
の
実
情
を
御

紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
ど
の
精
神
科
病
院
に
も
共
通

す
る
実
情
か
と
思
い
ま
す
。
２
月
後
半
か
ら
外
部
や

家
族
の
一
般
的
な
面
会
は
で
き
な
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
普
段
は
自
由
に
出
入
り
で
き
た
入
口
も

閉
め
ら
れ
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
対
応
。
必
ず
職
員
が

入
り
口
で
検
温
、
健
康
具
合
、
消
毒
液
で
手
指
消
毒
、

マ
ス
ク
装
着
な
ど
厳
重
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
入
院
も
普

段
よ
り
受
入
困
難
な
状
況
。
理
由
は
入
院
後
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
た
め

２
週
間
は
個
室
ま
た
は
保
護
室
な
ど
で
隔
離
す
る

た
め
部
屋
の
確
保
が
で
き
な
い
と
の
事
、
外
来
も
電

話
診
察
を
中
心
に
、
直
接
診
療
も
絞
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
の
こ
と
で
す
。
病
棟
は
換
気
に
気
を
つ
け
、

Ｏ
Ｔ
活
動
も
患
者
数
を
制
限
し
た
り
、
患
者
の
外
出

や
外
泊
も
お
願
い
と
い
う
形
で
極
力
自
粛
を
し
て

貰
っ
て
い
る
と
の
事
。
療
養
生
活
全
般
が
極
め
て
制

約
を
余
議
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
患
者

の
顔
写
真
を
家
族
に
送
り
元
気
な
様
子
を
伝
え
る

な
ど
の
さ
さ
や
か
な
努
力
も
さ
れ
て
い
る
と
の
事
。

精
神
科
病
院
は
他
の
病
院
と
比
べ
感
染
症
の
専
門

医
不
在
、
精
神
科
特
例
に
よ
る
少
な
い
医
師
、
看
護

師
の
配
置
数
の
問
題
、
院
内
で
感
染
が
発
生
し
て
も

精
神
疾
患
の
あ
る
患
者
は
感
染
症
の
専
門
機
関
で

受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
等
の
医
療
的
差
別
も
あ

り
、
ひ
と
た
び
院
内
感
染
が
発
生
す
る
と
集
団
感
染

を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
え
ま
す
。
精
神

科
病
院
が
も
つ
脆
弱
性
が
コ
ロ
ナ
問
題
を
通
し
て

も
見
え
隠
れ
し
ま
す
。 

 
作
業
所
に
お
け
る
デ
ィ
タ
ン
ス
は 

？ 
  

自
粛
生
活
で
感
じ
て
い
る
こ
と 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
お
ば
福
祉
会 

理
事
長 

島
本 

禎
子 

思
い
返
す
と
急
な
こ
と
で
し
た
が
・
・
・ 

私
た
ち
あ
お
ば
福
祉
会
は
二
月
中
旬
、
「
フ
ラ
ン
ス

精
神
科
医
10
名
に
よ
る
作
業
所
見
学
」
の
要
請
を
受

け
ま
し
た
。
当
日
各
事
業
所
に
い
つ
も
と
違
う
風
が

吹
き
渡
り
ま
し
た
。
握
手
を
交
わ
し
狭
い
作
業
所
の

案
内
と
意
見
交
換
会
、
メ
ン
バ
ー
職
員
と
も
に
緊
張

の
中
、
海
外
と
の
ミ
ニ
交
流
会
を
体
験
し
、
希
望
に

満
ち
た
新
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
し
た
。 

し
か
し
そ
の
後
間
も
な
く
世
界
全
体
が
未
曽
有
の

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
嵐
に
巻
き
込
ま
れ
る
時
代
に
突

入
し
て
い
く
と
は
、
そ
の
時
一
体
だ
れ
に
想
像
が
で

き
た
で
し
ょ
う
。
自
然
大
災
害
以
上
の
打
撃
が
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
人
々
に
振
り
落
と
さ
れ
、
や
っ

と
の
緊
急
事
態
措
置
解
除
と
前
後
し
て
届
く
悲
し

い
報
道
は
、
辛
く
果
て
し
な
い
も
の
で
す
。 

今
回
の
自
粛
生
活
で
改
め
て
私
た
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
如
何
に
大
事
で
あ
る
か
！
を
痛
感

し
ま
し
た
。
「
同
じ
空
間
で
人
々
と
交
わ
る
こ
と
な

し
に
人
は
真
に
豊
か
に
な
れ
な
い
」
と
書
い
て
も
大

げ
さ
で
は
な
い
程
で
す
。 

一
方
こ
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
〝
共
生
の
必
要
性
〟
が

説
か
れ
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
日
常
生
活

の
形
も
示
さ
れ
推
奨
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
作
業
所
な

ど
、
現
状
の
ま
ま
で
は
物
理
的
に
こ
の
新
様
式
に
適

応
で
き
な
い
部
分
が
多
く
一
同
で
再
開
に
向
け
て

頭
を
抱
え
つ
つ
具
体
案
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
検
温
、
手
洗
い
な
ど
は
当
然
と

し
て
、
互
い
の
距
離
確
保
の
た
め
の
工
夫
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
現
在
、
都
内
で
私
た
ち
が
余
裕
あ
る
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
す
る
の
は
至
難
の
業
で
す
。
も
し
も
、

理
想
と
す
る
２
メ
ー
ト
ル
間
隔
を
可
能
と
さ
せ
、
果

た
し
て
本
来
の
作
業
所
の
機
能
が
全
う
さ
れ
得
る

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
願
い
は
必
至
で
す
。

そ
れ
で
も
や
は
り
、
ほ
ど
ほ
ど
の
広
さ
で
わ
い
わ
い

つ
ど
い
多
少
譲
り
合
い
共
に
過
ご
す
空
間
で
学
び

得
ら
れ
る
感
覚
の
方
が
私
た
ち
に
は
確
か
で
頼
り

あ
る
も
の
で
あ
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。 
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東
京
都
の
精
神
保
健
福
祉
に
つ
い
て 

 
 

 

平
成
３０
年
版
の
東
京
都
の
精
神
保
健
に
つ
い
て

の
報
告
書
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
点
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

① 
精
神
科
病
院
数
・病
床
数 

平
成
１５
年 

１
１
６
病
院 

２
５
，
６
０
４
床 

平
成
３０
年 
１
０
９
病
院 

２
１
，
９
６
３
床 

減 

数 
 

 
 

 
△
７
病
院 

△
３
，
８
１
２
床 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

病
床
数
の
減
は
△
１
４
．
９
％ 

② 

精
神
科
病
院
地
域
別
分
布 

２３
区 

４５
病
院
（多
い
区
板
橋
区
８
病
院
） 

多
摩
地
区 

６４
病
院
（多
い
市
八
王
子
市
１７ 

病
院
） 

③ 

入
院
患
者
数 

平
成
１５
年 

２
３
，
１
６
１
名 

平
成
３０
年 

１
９
，
０
１
８
名 

減 

数 
 

 

△
３
，
７
２
５
名 

１
４
．
８
％ 

入
院
患
者
数
の
減
は
△
１
６
．
０
８
％ 

④ 

入
院
期
間 

平
成
２６
年 

１
か
月
未
満 

２
，
３
２
１
名 

１
１
，
５
％ 

１
か
月
～
３
か
月
未
満
２
，
８
４
３
名
１
４
．
２
％ 

３
か
月
以
上
１
年
未
満
３
，
８
３
０
名
１
９
％ 

１
年
以
上
２
０
年
未
満
９
，
８
５
０
名
４
８
，
９
％ 

２０
年
以
上
１
，
２
９
８
名 

６
．
４
％ 

平
成
３０
年 

１
か
月
未
満 

２
、
５
１
２
名 

１
３
，
３
％ 

１
か
月
～
３
か
月
未
満
４
１
６
９
名
２
１
．
９
％ 

３
か
月
以
上
１
年
未
満
４
，
８
２
５
名
２
５
．
３
％ 

１
年
以
上
２
０
年
未
満
８
，
９
７
３
名
７
２
．
５
％ 

２
０
年
以
上
９
９
８
名 

５
．
２
％ 

 
 

１
年
以
上
の
長
期
入
院
患
者
数
が
１
，
１
７
７
名
の
減 

⑤ 

医
療
保
護
入
院
数 

平
成
２３
年 

１
５
，
７
８
名 

平
成
３０
年 

１
９
，
２
５
１
名 

増
数 

 
 

 
 

 

３
，
４
６
５
名 

⑥ 

措
置
入
院
数 

平
成
２６
年 

１
，
６
６
５
名 

平
成
３０
年 

１
，
３
１
８
名 

減
数 

 
 

 
 

 

△
３
４
７
名 

⑦ 

精
神
医
療
審
査
会
開
催
件
数 

平
成
２１
年 

６６
件 

平
成
３０
年 

９６
件 

増
数 

 
 

 
 

３
０
件 

⑧ 

精
神
科
身
体
合
併
症
医
療 

平
成
２６
年 

７
９
７
件 

平
均
年
齢
６４
．
８
歳 

平
成
３０
年 

８
４
０
件 

平
均
年
齢
６６
歳 

増
数 

 
 

 
 

 

４３
件 

合
併
症
受
入
病
院
は
、
共
済
立
川
病
院
、
松
沢
病

院
、
青
梅
市
立
総
合
病
院
順
に
多
い
。 

 
 

 （
発
行 

東
京
都
福
祉
保
健
健
医
療
課 

令
和
２

年
３
月 

東
京
都
の
精
神
保
健
福
祉
を
参
照 
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よ
う
や
く
新
型
コ
ロ
ナ
が
治
ま
り
そ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
冬
場
に
は
第
二
波
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
新

型
コ
ロ
ナ
に
対
し
、
自
ら
の
力
に
よ
っ
て
克
服

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
二
つ
の
幸

せ
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
向
上
と
、
食
べ
物
に
よ
る

免
疫
力
の
向
上
で
す
。
「
オ
キ
シ
ト
シ
ン
」
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
は
、
認
知
症
改
善
、
抗
不
安
、

降
圧
、
鎮
痛
、
睡
眠
改
善
に
有
効
な
ホ
ル
モ
ン

で
す
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン
を
出
す
の
に
は
、
た
だ 

抱
き
合
え
ば
よ
い
の
で
す
。
「
抱
き
合
う
人
が
い

な
い
よ
」
と
い
う
人
は
、
抱
き
枕
を
抱
い
て
信
頼

す
る
人
と
電
話
を
す
れ
ば
よ
い
と
の
こ
と
。
も
う

一
つ
の
ホ
ル
モ
ン
は
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
で
す
。
こ

れ
も
、
抗
不
安
、
抑
う
つ
軽
減
、
整
腸
、
睡
眠
改

善
に
有
効
で
す
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に
は
、

肉
、
魚
や
豆
製
品
と
発
酵
食
品
を
食
べ
、
散
歩
な

ど
の
運
動
を
行
い
、
日
光
を
浴
び
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
。
最
後
に
「
免
疫
力
強
化
食
品
」
に
つ
い
て

触
れ
ま
す
。
「
免
疫
と
は
疫(

病)

を
免
れ
る
」
と

い
う
意
味
で
す
。
あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
１
位
ヨ

ー
グ
ル
ト
、
以
下
納
豆
、
生
姜
、
長
ネ
ギ
、
に
ん

に
く
、
き
の
こ
類
、
み
そ
、
レ
バ
ー
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
ス
プ
ラ
ウ
ト
、
わ
か
め
の
順
で
10
位
ま
で
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」
放
出
と
「
免
疫
力
強
化
食
品
」

摂
取
で
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
体
を
作
り
ま
し
ょ

う
。           

都
連
副
会
長 

轡
田
英
夫 

つくしだよりは赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。 
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